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教
育
委
員
会
だ
よ
り

市
内
小
中
学
校
の
校
長
・

　
　
　
　
教
頭
先
生
の
紹
介

新
教
育
委
員
会
制
度
と

　
教
育
委
員
会
事
務
局
の
組
織
再
編

【
新
教
育
長
に
つ
い
て
】

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
お
よ

び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
に
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の

教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化

し
た
「
新
教
育
長
」
に
長
瀬
哲
教

育
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
30
年
３
月
ま
で
で
清
水
岩

夫
教
育
委
員
長
は
教
育
委
員
と

な
り
ま
す
。

　
こ
の
法
律
改
正
は
、
教
育
の
政

治
的
中
立
性
、
継
続
性
・
安
定

性
を
確
保
し
つ
つ
、
地
方
教
育
行

政
に
お
け
る
責
任
の
明
確
化
、
迅

速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
、
首

長
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
地
方
に
対
す
る
国
の
関
与
の

見
直
し
を
図
る
こ
と
を
主
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
、
教
育
長
へ
の
教
育

委
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
強

化
、
総
合
教
育
会
議
の
設
置
と

大
綱
の
策
定
が
あ
り
ま
す
。

　

総
合
教
育
会
議
は
、
市
長
と
５

人
の
教
育
委
員
会
で
構
成
さ
れ
、

教
育
の
目
標
や
施
策
の
根
本
的

な
方
針
を
示
す
大
綱
を
策
定
し
、

教
育
の
条
件
整
備
な
ど
重
点
的
に

講
ず
べ
き
施
策
に
つ
い
て
協
議
調

整
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
教
育

の
政
治
的
中
立
性
は
確
保
さ
れ
ま

す
。
教
育
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
市
長
と
の
連
携
強
化
を

図
り
教
育
行
政
を
執
り
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

【
組
織
再
編
に
つ
い
て
】

　

文
化
交
流
館
が
今
年
度
中
に

開
館
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
教
育

委
員
会
事
務
局
を
「
教
育
部
」
と

「
文
化
振
興
部
」
の
２
部
体
制
と

し
、「
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
」
を

廃
止
し
ま
す
。
文
化
振
興
部
に
文

化
交
流
館
の
担
当
課
と
し
て
「
文

化
交
流
課
」を
設
け
ま
す
。ス
ポ
ー

ツ
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
の
業

務
を
市
民
学
習
支
援
課
と
文
化

交
流
課
に
移
管
し
、教
育
部
に「
ス

ポ
ー
ツ
推
進
室
」
を
設
け
ま
す
。

　
「
子
ど
も
課
」
は
「
子
ど
も
育

成
課
」
に
、
総
務
部
人
権
政
策
課

が
教
育
部
に
移
り
ま
す
。

（
以
下
の
図
を
参
照
く
だ
さ
い
）

中
国
深
圳
外
国
語
学
校
訪
問

　

田
中
妙
子
教
育
委
員
長
職
務

代
理
を
団
長
に
、
城
南
中
学
校
生

徒
13
名
と
城
北
中
学
校
生
徒
５

名
が
、
３
月
22
日
か
ら
27
日
ま
で

中
国
の
深
圳
外
国
語
学
校
を
訪

問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が

ら
、
外
国
語
学
校
に
通
い
、
文
化

や
学
習
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

旧
第
一
中
学
校
と
学
校
交
流
が

始
ま
っ
た
の
が
平
成
13
年
。
そ
れ

か
ら
14
年
が
経
過
し
、
深
圳
へ
の

中
学
生
の
訪
問
は
今
回
で
６
回
目

と
な
り
ま
す
。
昨
年
６
月
に
飯

山
を
訪
れ
た
深
圳
の
生
徒
の
家
庭

に
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
生
徒

も
い
て
、
再
会
を
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

　
深
圳
市
は
、
香
港
と
接
す
る
経

済
特
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
都

会
で
、
外
国
語
学
校
は
平
成
３
年

設
立
さ
れ
た
新
し
い
学
校
で
す
。

外
国
語
学
校
の
生
徒
た
ち
は
と
て

も
優
秀
で
、
飯
山
の
生
徒
た
ち
は

と
て
も
よ
い
刺
激
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　

深
圳
か
ら
飯
山
へ
も
こ
れ
ま
で

に
６
回
、
計
１
７
５
名
の
生
徒
が

訪
れ
て
い
て
、
中
に
は
日
本
の
企

業
に
就
職
し
活
躍
さ
れ
て
い
る
先

輩
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
５
日
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
次
回
、
飯
山
で
の
再
会
を

約
束
し
、
深
圳
を
あ
と
に
し
ま
し

た
。

　
３
月
17
日
、市
役
所
に
お
い
て
、

岡
山
小
学
校
適
正
規
模
等
検
討

委
員
会
の
吉
田
正
紀
委
員
長
か

ら
、
清
水
岩
夫
教
育
委
員
長
に
、

答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
検
討
委
員
会
は
、
区
長
な

ど
地
域
代
表
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
保

護
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
岡
山
小
学
校

の
適
正
規
模
等
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。

　

答
申
は
、
児
童
数
の
減
少
に
よ

り
戸
狩
小
学
校
と
の
統
合
が
望
ま

し
い
と
の
内
容
で
あ
り
、
今
後
、

（
仮
称
）
統
合
準
備
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
平
成
28
年
４
月
の
戸
狩

小
学
校
と
の
統
合
に
向
け
て
、
具

体
的
に
準
備
・
検
討
を
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

教育委員会事務局組織・業務内容について

教
育
部

子ども育成課　　（市役所３階）
　学校教育係 教育委員会、総合教育会議、小中学校教育　など
　子育て支援係 保育園、児童クラブ、子育て支援センター、児童手当、母子・父子福祉　など
　給食センター 給食センターの管理・運営　
スポーツ推進室　（市役所３階）
　スポーツ推進係 生涯スポーツの振興、体育施設の維持・管理、各種スポーツ大会の開催　など
人権政策課　　　（市役所３階）
　人権同和係 同和問題の解消、人権教育の研修・啓発　など
　男女共同参画係 男女共同参画計画の推進、女性問題　など

文
化
振
興
部

市民学習支援課　（飯山市公民館）

　社会教育係 公民館、女性センター未来、勤労青少年ホームの管理・運営、公民館事業、生涯学習、
社会教育委員、青少年健全育成　など

　文化財係 文化財の保護、埋蔵文化センター、ふるさと館の管理・運営　など
　図書館係 図書館の管理・運営　など
文化交流課　　　（市役所２階）
　文化振興係 文化交流館の管理・運営、市民会館の管理・運営、文化芸術事業の企画・実施など
　施設係 美術館の管理・運営、五郷研修館　など

　４月の組織再編後の組織・業務内容は以下のとおりです。よろしくお願します。

吉田委員長から手渡された答申書

外国語学校にて

正
受
老
人
物
語
の
発
刊
に
あ
た
り

教
育
長　

長
瀬 

哲

岡
山
小
学
校
適
正
規
模
等

検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申

　

教
育
委
員
会
で
は
、
飯
山
の
子

ど
も
た
ち
が
、
飯
山
に
生
ま
れ
育

つ
こ
と
に
、
誇
り
が
持
て
る
よ
う

に
ふ
る
さ
と
教
育
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
教
育
の
指
導
目

標
の
一つ
に
、「
故
郷
の
風
土
や
先

人
の
生
き
方
や
功
績
を
学
ぶ
こ
と

を
通
し
て
、
自
然
と
強
調
し
て
生

き
る
知
恵
を
知
り
、
自
ら
の
生
き

方
に
加
え
て
い
く
」が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
平
成
24

年
、
飯
山
市
出
身
の
先
生
方
に
よ

り
、
正
受
老
人
物
語
編
集
発
刊

委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
よ

う
や
く
近
日
中
に
発
刊
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

正
受
老
人
物
語
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
が
「
学
習
版　

正
受
老
人
を

看
よ　

飯
山
の
先
人
に
学
ぶ
」
と

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
昭
和
９
年
発

刊
の「
正
受
老
人
を
看
よ
」を
ベ
ー

ス
と
し
て
、
小
学
校
高
学
年
が
読

ん
で
も
理
解
が
で
き
る
よ
う
に
再

編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
の
構
成

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
一
部
　
正
受
も
の
が
た
り

第
二
部
　
正
受
老
人
の
教
え
と
　

　
　
　
　正
受
庵

資
料
一
　正
受
庵
の
宝
物

資
料
二
　
正
受
庵
関
係
略
年
表

資
料
三
　
参
考
文
献
・
参
考
資
料

　
　
　
　
　

　

こ
の
本
は
発
刊
後
市
内
の
子

ど
も
た
ち
に
、
配
布
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。
飯
山
市
内
の
子

ど
も
た
ち
が
、
正
受
老
人
物
語
を

学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
飯
山
に
生

き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
生
き

て
い
く
う
え
で
の
指
針
と
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の

本
が
市
民
の
皆

さ
ま
方
の
手
許

に
置
か
れ
正
受

老
人
、
正
受
庵

を
案
内
す
る
際

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の

本
が
市
民
の
皆

さ
ま
方
の
手
許

に
置
か
れ
正
受

老
人
、
正
受
庵

を
案
内
す
る
際

と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
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